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うな女句り， ： 卜 :瞳llc)'の散文がljbrmall版のII! i二ｹ' <)まヤまい
かご尋ねて､－ ．ノ‘･皇』 I I｣水氏は早速親切I1j.l1職二l1q1'i其蹴' ， . &' ;3Inl
冊の大きな番！"を汎くられﾅﾆ後､ご､うも兄‘ﾊfi t.) JZ,: '. " g : . _ ､ ;､ . ;『を'

‐ ト､ぃ'''' '' . X.』 ,文集下すった。 それから、尚念のために言いつ~L、
側冊を態々貸して下すつﾆが、私が見た所でもやは()、 これざい
ふ文句さへ見つからない。
Formanを見るmiに､勿論R､ 11.Shel)herd細〃･J"J"'た＄，

E.Rhys編""qyJ､α"‘Z〃/"'wゾS〃'/WZI', I.Shawcr(》誌稲S"E"j'｡､『
T.W、k｡llc: ton"=4L"ど”〃α"βfﾘﾙ"『〔やﾙ〃“α"た""，

JM"s"〃"αﾉ〃た?ひげ正教'γ"〃Sﾉi'")'なさ、 ShcIIGvの散文ごあ
れば手當り次第調べて見ﾅﾆが、 s･うも手がかく)がない。

そこで､私はかう老へた。土井氏所蔵原柵はﾉ”た』" 《ゾSな〃
(1862)以後、 そして多分Formfm編散文集よりも後にR.(}amett
氏の手に入つﾅﾆもので、それをGamettは何か新|剛なり薊誌なり
で發表したものであらうざ。併しRhySJPSI1IIwcI･ossかこれを描
けてゐないこさを見る己、Garnettはこれを如何なる形式に於い
ても發表しなかつﾅﾆのかも知れない。 さうするざ、 こり)脱硫は本
普に於b,て初めて印刷されるざいふ次第である。 ナニどひA2初にfl l
刷されるものでないさしても、 Shelleyの肉筆原硫がI I本の詩人
に傳はってノパ<) 、我々がそれを公けにするこさができるごいふ0)
は、質に怖快なこさである。我が英文學會にこの機會を典へられ
た土井氏に剰して、我々は好意をﾊ2<謝さずに雁れない。

原秩(丈#‘’---.尺五分、横一尺四寸五分の大版厚紙を二枚に折っ
て、その韮圭四頁に書いたものである。 字は非粥に被みにくい。
一侭Shelleyの書罷は情番しﾅこものでは明瞭に談み易いが、急い
で書いﾅこものは添削推敵、魯魚の兄わけがつかない。殊にｲrIHlに

E; l. '1''c-めちやくちやに書いたものは、極めて' ﾘ談しにくい。

lawnyが{IMig'.v&rses｡naguitar. Ipicked !,1] a fingment, 1)ut could‘‘Thedayl fbulldShelle>' inthel)ine fbresthcwaHwrltmgversesonaguitar・ Ipicked lll） af･agl油Gnt， 1)ut collld
(mlymakeoutthefrsttwolinesg-

Aritpl t()Mim,,(1a, take

ThisslaveoflI'usic.

ItwasaitightfUlscrawl;wordssmearedoutwithhisnnger,ando11j
『 ﾛ グ

・－ 1両【〕一

('l)01 1 1 11c ()IIK,r,o,'(,I･and(八℃rinti[.l･F;, &llldilll rl'lltogethcl･ inmost
@adlllil･(､(1 (1ig(),･(1cr' ; itmight hiu･c l)eentitk[､11 f)1･ aRketChOfa
in:lrsi](wergrowl'withl)111rl'Hheg,andtllel)lotg fIJrwilddllcksjsuch
lldashcdo｢｢(1allbi'sscIfco''(F(Piteda'･tistsmiRt(1kefbramanilbstation

()i､genilIs.''さ』:いてゐるのは、成程ご肯かれる。 この面倒な原稿
を判讃するこさは、 11了河氏でなければできないこさであるから、
同氏を累はした。 こ≦に敬懲,を衣する。

さてこの原概の内容は一人O)ユダヤ人が天I､のユダヤ人達に
對ってユダヤ國再興を促す鍛文叉は演碗の如きものである。つま
りShelleyがこ、に所謂Zionismを説いてゐるのである。 これを
讃めば、英國文鯉でも IsraelGollal)czの如きは嚥喜ぶであらう。
但しShelleyは勿論ユダヤ系の血を受けてさへゐないのであるか
ら、 この原稿は何か"fz"ぬ"湾〃?｡のやうにユ〆ヤ人を主人公
さする作品の一部さして番きざめたものであるかも知れない。
(尤も"fz",た'力忍〃”ごいふ詩の中にはこんな散文がない｡）そ
れざも、 Shelleyはカト リク教徒解放宣傳文を書いたやうな具合
に、 自らを一人のユダヤ人－誰れからも爪弾きされるユダヤ人
に見立ててZionism宣傳文を書き、それを天下に撒き散らして見
ようごいふ彼れ一流の恩ひ附きから、 この原稿を筆にした⑮かも
知れない。 この原稿は勿論出來上ったものでない。 故に第一頁
末は文章が未完のま皇になり、第二頁が新しい文章で初まってゐ
る。第三頁の終りに小字で書いた五行は言こに綾くのかわからな
い。叉第四頁の終りの文章が未完であるこさを見る言、 この原稿
はもつご綴きがある筈である。 (T.S.)
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うな文句のあるShelleyの散文が･Forman版の'i'にありますまい

かさ尋ねてやった。山木氏は早速親切'り．雌にImll'i:I位づゞあ乙側

冊の大きな番物を調べられﾅﾆ後､ご･うも兄↑〃！･》 X激､さいふ返り;を

下すった。 それから、 1A〕念のためにごいって、 l!､orman版散文災

Ijq冊を態々食して下すったが、私が見た所でもやはり、 これざい

ふ文イリさへ兄つからない。

Formanを兄る伽に、勿論R"H.Shepherd緬乃”《?脈" ･‘．

E.Rhys"/:.""$""㎡Z'/左痴qf'S"'物', J.Shawcro需繩.S"('"i' 、

〃た極郷' α"‘′〃"〃‘”〃"aZGfWtな"', T､W.Rollcston綱．イ

ノ"〃‘”〃‘α〃先20〃配《/b〃'〃,S"ど必yなき、 Shclll3)'の散文ごあ

れば手簡り次踊調べて兄たが、さうも手がかく)がない。

そこで､私はかう老へた。土井氏所藏原硝はノI)<-"t･』〃.晩〃:,
(I862)以後、 そして多分Forman細散文集よ<)も後にR. ()al･nc(t

氏の手に入ったもので、それをGarnettは何か新聞な<)"!芯な<)

で發表したものであらうざ。併しkllysJ,PShawcro弱がこれを州

けてゐないこさを兄るさ、Garnettはこれを如何なる形式に於い

ても發凌しなかったのかも知れない。 さうするざ、 この原統は本

1{}:に於w､て初めて印刷されるざいふ次第である。たきび股初に｢1I

ﾙlillされるものでないさしても、 Shelleyの肉錐脈硫がl. i木のI蒜人

に傳はって居り、我々がそれを公けにするこさができるごいふひ）

は、変に愉快なこさである。我が英文學會にこの機命を典へられ

た土井氏に對して、我々は好意をﾊfく謝さずに居れない。

脱硫は縦一尺五分、幟一尺四寸五分の大版厚紙を二枚に折っ

て、その表裏IJq頁に番いたものである。 字は非附に敵みにくい。
一職Shelleyの諜悩は澁W:したものでは明瞭に波み易いが、急い
で番いたもリノは添削推敲、糾魚の兄わけがつかない。珠に行llllに

めらやくちやに書いたもの(よ、極めて判談しにくい。 II). l. 'l.'･L/
lawnyが､ <;Tlled(LyI fbl'l'(1 Sl･'f'lley ill the lillc ibrc、t hcw(1+;
w,-itingVersCsOnag'' ila1･. 1 1)icked ,,1) an噌mcl1t, l)ut Colll(l
(jnlymakeolltthelll･:it twolines:-

A,･icl loハl il･an(1a, 1nk(、

Tllisslave(Jf ''ilisic.

ItwaSail･ightfillscrawl;w()rdsSmearCdOl'twithhisnnger,2l,(Iollj

－IS6－，

i'l)ol1 11'U (!(h《､1．， ()､･(､'･andUvcr inli(､1･<, Km{1 (111 rll1' log(JIhcl･ illmost

@adillil･(､(1 (ligu1･kI(､,．､ ; itmight hil,･c l)centukell ib,･ [1 HketchofLI
111KII･HII ('1ergrowIIwithl)ll11･11Hh齢. &111(l tllel)lotHibl･wi l(ld''cks; sucll
IldafJlcdofl.(lalll) 《砿Rtghifc,_)11(､cit(¥dartMsmi､ttlkcil)1･ (1 111(lllilbstation

ofgelliUS.'' S:,1l:いてゐるのくょ、成礎ご尚・かれる。 この而倒な原硫
を'ﾄﾘ繭するこさは、 11刺氏でなければできないこさであるから、
liil氏を巣はした。 こ、に敬迩を炎する。

さてこの原硫の内容は－．ﾉ､のユダヤ人が天|､のユダヤ人達に
對ってユタ．ャ國秤典を促す傲文叉は測紘の如きものである。つま
<)Shelleyがこ、に所柵Ziollismを晩いてゐらのである。 これを
識めば、英國文峨でも IsraelGolkmCzの如きは嚥撫ぶであらう。
但しShelleyは勿論ユダヤ系の血を受けてさへゐないのであるか
ら、 この原硫は何かノ”"必”悪み”のやうにユダヤ人を主人公
さする作品の一部さして番きざめたものであるかも知れない。
(尤も砿""たﾉ"g./E"さいふ詩の中にはこんな散文がない｡）そ
れざも、 Shelleyはカト リク教徒解放立傳文を番いたやうな具合
に、 自らを一人のユ変ヤ人一誰和からも爪弾きされるユタ・ヤ人
に見立ててZionism宣傳文を番き、それを天下に撒き散らして兄
ようさいふ彼れ一流の忍ひ附きから、 この原脇を縦にしたのかも
知れない。 この原稲は勿論出來上ったものでない。 故に第一頁
末は文章が未完のま、になり、第二頁が新しい文章で初まってゐ
る。第三頁の終りに小字で諜いた五行はきこに紬くのかわからな
い。父第四頁の終i)の文章が未完であるこさを兄るさ、 この原稿
はもつご紬きがある筈である｡ (I､､s.)
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